
職員
募集

海上保安庁海洋情報部は、日本の経済を支える海上交通に不可欠な海図など

の航海用刊行物を提供しています。海に関する多様なニーズに応えるため最新技術

を駆使した海洋調査を行うなど、科学的データを幅広く収集しています。

様々な海の情報の提供を通じて、新たな海洋立国の実現に貢献しています。

海洋情報部 採用

https://www1.kaiho.mlit.go.jp/saiyo.html

詳しくは海洋情報部採用情報ページをご覧ください。

受付期間 令和3年 月 日(火)～ 日(木)

1次試験 令和3年 月 日(日)
※受験年齢が29歳までに広がりました。



国家公務員として専門の養成機関で1年間の
研修（給与支給あり）を経て、全国各地の
管区本部や本庁（東京）などで勤務します。

海上保安学校（京都府舞鶴市）

管区 監理課海を知る、海を知らせる

私は以前海に関する勉強をしており、海図という存在から海上保安庁を知りまし
た。どのように海図ができているのか、未来の天体の位置が書かれている天測暦は
どのようにできているのか、その答えを知りたくて海上保安学校に入学しました。
海上保安学校を卒業後、元々の希望であった業務に携わることができました。
現在私の担当している主な業務は、民間企業や他省庁などから寄せられてくる情

報を基に、海の仕事に携わる人へと安全情報を提供することです。また、港の工事
などの情報から海図(海の地図)へその地形を描くという業務も行っています。今の
業務が人の安全に係っていると実感できるやりがいのある仕事だと思います。

小樽海上技術学校
平成２９年４月 入庁

本庁 大洋調査課海洋汚染調査・分析

海洋情報部において海洋汚染に関する調査を行っていることを知り、大学で専攻
していた化学の知識を活かして仕事ができるのではと思い入庁を決めました。
現在は、入庁のきっかけとなった海洋汚染に関する調査を行っている海洋汚染

調査室で勤務しています。
海洋汚染調査室では、測量船に乗り採取した海水などの試料を、本庁の分析室

において化学分析を行った後、高性能な測定機器を使用しデータ解析を行ってい
ます。大学で学んだ知識のほかにも専門知識や技術など覚えることが多くありま
すが、日々勉強をしながら仕事に取り組んでいます。

愛媛大学 理
平成２６年４月 入庁

本庁 測量船最先端の技術で日本の海を測る

大学時代、水産学の勉強をしていたため、将来も海関連の仕事に就きたいと思い
海洋調査を幅広く実施する海洋情報部への入庁を決めました。
現在、測量船に配属され、日本の海洋権益確保のため、海底地形調査や地殻構

造調査などの海洋調査を実施しております。海を相手にする仕事であり、天候や
海上模様によって調査が思い通りにいかないこともありますが、取得したデータ
が日本の領海や排他的経済水域を確定させるために役立てられることにやりがい
を感じます。また、海の上での仕事は普段見ることができない水平線や景色、海
洋生物などの自然に触れることも醍醐味です。

北海道大学 水産
平成２６年４月 入庁

本庁 情報利用推進課利用者の航海安全を第一に

鹿児島大学 水産
平成２７年４月 入庁

大学で開催された海上保安庁の説明会で海洋情報部の存在を知り、海図に興味を
持ったことがきっかけで入庁しました。
現在は、海図の刊行後に変化した水深や港湾の形状等をお知らせする「水路通

報」を作成する業務を担当しています。海図を最新の状態に更新するための情報
を利用者の皆様にどのように表現して伝えるのが最適であるかを第一に考え、海
図を通して航海安全に貢献したい一心で業務に励んでいます。様々な庁内外の関
係者と連携を取りながら情報をまとめるのは苦労しますが、海図に情報が反映さ
れると達成感を味わうことができます。

管区 海洋調査課

沖縄県立球陽高校
平成２９年４月 入庁

高校生の時、海上保安官から海上保安学校や現場での話を聞き、海上保安庁にも
様々な業務があることを知り、その中でも海洋調査を行う海洋情報部の業務に興
味を持ちました。
現在は、管区本部で海象業務の担当として潮汐・潮流の調査や海流情報の発信

等を行っています。海上保安学校での研修時代には、苦手分野で不安が大きかっ
た海象業務ですが、管区に配属され、現場で変化する海の流れ等を実感すること
で、少しずつ理解できるようになりました。まだまだ知らないことばかりで新し
い発見と驚きがあり、日々楽しく業務を行っています。

日々新しい発見


